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我々は，これまで中・高校生を対象に理系人材育成支援に取り組んできた。今回，この活動のノウハウを活かし，
アセアンを含む東アジアにおける早期才能支援教育プログラムの開発を実施した。具体的な取り組みとして①中国版
生命科学系講座における学習教材の開発，②タイの理系大学生対象の生命科学系実験プログラムの実施，③アセアン
展開型科学教育プログラムの開発・実施を行った。この結果，東アジアにおける早期理系人材才能育成の一助となる
学習プログラムの開発に成功した。

キーワード：東アジア（East Asia） アセアン（ASEAN） 早期科学教育（Early Education of Science）
科学実験（Science Experiments Session） 教材開発（Development of Teaching Materials）

Ⅰ．はじめに

アセアンを含む東アジア地域において，経済発展に伴
い教育ニーズの高まりを見せている。この背景には東ア
ジア諸国が第一次産業の輸出国を脱却し，技術立国によ
る経済発展を目指すようになったことがある。このため
地域経済を支える優秀なリージョナル人材の育成が各国
共通の課題となってきている。一方，日本においても少
子化の進行の中で科学・技術立国としての経済基盤の維
持を考えると，東アジア地域の科学・技術人材育成を含
めた教育戦略が必須である。

我々は千葉大学教育学部内にサイエンススタジオ
CHIBAを開設し初等中等教育における科学教育支援を
続けている。平成２０～２３年度独立行政法人科学技術振興
機構（JST）受託事業「未来の科学者養成講座」，平成２４～
２５年度「次世代科学者育成プログラム」の実施から数え，
７年目を迎えた。我々はこの理系人材育成支援の取り組
みの中で，平成２３年度より日本の才能ある理系の若者が
グローバル人材として活躍することを目的とした「英語
で行う科学実験講座」を開始した。この活動の中で，グ
ローバル人材養成のベースとして，優秀なリージョナル

人材の発掘及び養成が不可欠であることを痛切に感じた。
そこで我々は教育支援活動をアセアンを含む東アジア

地域に拡大し，当地域における早期才能支援教育プログ
ラム開発を目指した。そして①東アジア地域に共通する
早期才能支援学習プログラムのプラットフォーム開発，
②リージョナル人材養成のための各国の言語背景に適応
した学習プログラム開発，③開発した早期才能支援教育
プログラムの検証を行った。今回，これらの取組の実施
過程を報告し，成果及び今後の展開について検討するこ
ととした。

Ⅱ．中国版生命科学系講座における学習教材の開発

我々は未来の科学者養成講座，次世代科学者育成プロ
グラム，ひらめき☆ときめきサイエンス等，様々な理系
人材育成プログラムにおいて種々の生命科学系講座を実
施し，その成果を上げてきた。今回，我々は過去に実施
してきた生命科学系学習プログラムの中から①「自分の
DNAを見てみよう」，②「傷を治す体の仕組みを免疫細
胞から考えてみよう」，③「SDS-PAGEによるタンパク
質の解析」，④「Western blotによるタンパク質の同定」，
⑤「ゲルろ過によるタンパク質の精製」を選出し，これ
をもとに東アジア協力大学の中国・湖南師範大学の大学＊連絡先著者：野村 純
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図１．「Western blot蛋白 印迹法」実験マニュアル

生らと共に，中国に適応した学習教材の開発を行った。
これは単に日本語の実験マニュアルを中国語に翻訳する
作業ではなく，中国人留学生らが日本版PDLの実践を
通して，試行錯誤を繰り返し学習教材の最適化を図るも
のである。この結果，中国版科学実験教材①「DNA

生命信息的物 」，②「血液 胞的分离（白 胞的分
离）」，③「聚丙 凝 泳」，④「Western blot蛋
白 印迹法」，⑤「柱色 分离法（柱 析）」を開発し
た（図１）。

Ⅲ．タイの理系大学生対象の生命科学系実験プログ
ラムの実施

次に，我々がこれまで日本の中・高校生対象に実施し
てきた実験を主軸とした理系人材才能支援教育のアセア
ン展開を目指し，当該地域の理系大学生を対象に我々が
開発した生命科学系学習プログラムを試行的に実施し，
この結果からアセアンにおける次世代才能育成支援への
展開の可能性を検証した。

我々がこれまでに実施した生命科学系学習プログラム
の中から①口腔上皮細胞の観察，②口腔粘膜細胞の
DNA抽出実験，③制限酵素によるDNAの切断と電気泳
動の３種類の実験（以下より，実験①，実験②，実験③
と記す）をタイ・キングモンクット工科大学，チュラロ
ンコン大学，バンドン工科大学の理系大学生を対象に実
施した（図２，３）。実施スケジュールは以下のとおり
である。
実施日時：ａ．２０１３年１２月１２日 １０：００―１２：００

ｂ．２０１４年６月５日 １０：００―１３：００
ｃ．２０１４年６月１９日 １０：００―１３：００

実施場所：ａ，ｂ，ｃ．千葉大学教育学部４号館２階多目
的実験室
ｂ，ｃ．千葉大学教育学部４号館３階生命科
学実験室

受講生：ａ．キングモンクット工科大学生４名
ｂ．チュラロンコン大学生３名
ｃ．バンドン工科大学生１名

実施プログラム：ａ．口腔上皮細胞の観察，口腔粘膜細
胞のDNA抽出実験
ｂ，ｃ．口腔上皮細胞の観察，口腔粘

膜細胞のDNA抽出実験，制限酵素に
よるDNAの切断と電気泳動

対象者は理系大学生であることから，従来我々が高校
生を対象に実施してきたプログラムよりも高度な内容が
実施可能と予想し，先端器材の導入や学習テキストの改
良を行った。

実験①は自身の口腔上皮細胞を採取し，スライドガラ
スに塗布し，メチレンブルーを滴下し，カバーガラスを
覆い，顕微鏡を用いて細胞を観察した。プロトコールは
既存のテキストを活用した。実験②はGenes in a Bottle
キット（バイオ・ラッド）を活用し，受講生自身の口腔
粘膜上皮を採取し，頬細胞からDNAを抽出し，可視化す
る実験を行った。実験③はFlashGelTMシステム（Lonza）
を活用し，プラスミドDNAを制限酵素と反応させ電気
泳動を行った（図４）。マニュアルはプログラム開発者
らが「英語で行う科学実験講座」において作成したもの
に改良を加え使用した。

実験①―③をキングモンクット工科大学，チュラロン
コン大学，バンドン工科大学の大学生を対象に実施した
結果からアセアンの中・高校生における才能支援教育プ
ログラムへの展開について検討を行った。実験①は作業
が易しく，容易に細胞を観察することができた。しかし，
このプログラムを実施する際は受講生分の顕微鏡を準備
する必要がある。このためアセアンの現地においてプロ

図２．バンドン工科大学生によるDNA電気泳動実験

図３．チュラロンコン大学生による口腔粘膜細胞の
DNA抽出実験
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グラムを実施する際は，実施施設の設備環境に考慮する
ことが必要である。実験②は実験①と比較すると高度な
作業であったが，生命科学系の実験経験のない学生も
DNAを観察することができた。さらに，既製のキット
を使用するため実験器材を容易に準備できることから，
アセアンの中・高校生対象の科学実験教育への導入の有
効性が示唆された。実験③は遺伝子工学の先端実験であ
りながら，FlashGelTMシステムを採用したことで，短時
間で実験結果を得ることができた。しかし，今回実施し
た実験の中で最も難易度の高い内容であり，受講者は生
命科学実験の基本操作を身に付けた上で受講することが
望ましいと考えられた。

Ⅳ．アセアン展開型科学教育プログラムの開発およ
び実施

Ⅳ―１．アセアン展開型科学教育プログラムの開発の流れ
千葉大学ではシンガポール，タイ，インドネシア，ベ

トナム，カンボジアの主要大学と協定を結び，綿密な計
画のもと現地活動・人材交流を推進している。この活動
を通して，千葉大学が蓄積した学術資源を活用し，さら
にアセアンにおける教育事情や社会背景など地域の特性
に考慮した学習プログラムを展開するため，アセアン協
力大学と連携のもと個々の科学教育プログラムの最適化
を図った（表１）。

学習プログラム開発者らは，アセアン協力大学からの
交換留学生や東アジア出身の本大学在籍の大学院生らと
共に討議を重ね，プログラムの検討を行った。また，テ
レビ会議システムやＥメールを活用し，現地連携大学の
教員やサポート学生らと共に開発プログラム実施計画の
ミーティングを定期的に実施した。

さらにプログラム開発者は実施協力国へ赴き，アセア
ン連携大学及びプログラム実施校において，研究施設な
らびに理科授業の視察を行った。さらに連携大学教員，
サポート学生，プログラム実施校教員らと共に開発プロ
グラムの実施検討会を行い，プログラム実施へ向けた調
整を行った。

最終的に生命科学，化学，物理学，工学，農学の５分

図４．「制限酵素によるDNAの切断と電気泳動」で用い
たFlashGelTMシステム

表１．アセアン協力大学一覧
海外協力機関
シンガポール国立教育研究所
ASEAN協力大学
シンガポール 南洋理工大学

タイ

チュラロンコン大学
キングモンクット工科大学
マヒドン大学
カセサート大学

インドネシア

インドネシア大学
ガジャ・マダ大学
ボゴール農科大学
バンドン工科大学
ウダヤナ大学

ベトナム ベトナム国家大学
カンボジア 王立プノンペン大学

表２．アセアン展開型「ラボ on the デスク」：
開発テーマ一覧（平成２４，２５年度）

・Search for your own“Twinkle”
・My body（Immunity and DNA）
・Holography
・Ecology: The relationship between insects and plants
・Wireless Power Transmission（WPT）
・Organic solar battery
・New technology improving our standard
・Energy harvesting spread using piezoelectric element
・Meet the Leading Technologies: Make the Dye Sensi-

tized Solar Cells
・Let’s think about future of Kampung !
・Electronic paper
・Radio wave
・Water purification ※
・Remote Sensing
・Sound: Identity by Wave Visualization
・Water purification ※
・SAW device（acoustic wave）
・The mechanism and expression of light
・Let’s watching various fungi
・Bad fungi in our living space
・Human Vision & Visual Illusion
・Transistor（introduction to research）
・Landscape Architecture
・Agroforestry
・Optical Illusion
・How to Generate Electricity? : Let’s use Solar Cell !
・Experiment on LCD
・Experiment on Photochemistry: Making a letter Stamp
・Biomass, an alternative resource
・なぜグリーンパプリカは苦いのか？
・Refraction of Light
・Electrolysis of Salt Solution

※同一テーマだが、プログラム構成は異なる
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野，全３２テーマの英語で行う学習プログラムを開発し
た１）２）３）４）５）６）７）（表２）。

Ⅳ―２．開発プログラムのケーススタディ―「My body
（Immunity and DNA）」の実践事例―

プログラム開発者らはシンガポール，インドネシア，
ベトナム，カンボジア計４ヶ国の実施協力校２５校におい
て，自校の児童生徒を対象に開発プログラムを実施し
た１）２）３）４）５）６）７）（平成２４，２５年度）。実施スケジュールは表３―
１，２，３のとおりである。

ここでは，インドネシアの高校生を対象に実施した生
命科学系プログラム「My body（Immunity and DNA）」
の実践事例について検証を行う３）５）。
実施日時：２０１４年２月２４日，２６日（一講座あたり９０分）

実施場所：SMA ２ Denpasar（インドネシア国立デンパ
サール第二高等学校）

テーマ：My body（Immunity and DNA）
受講生：SMA２Denpasar 生徒４０名
プログラムスケジュール：表４のとおり

開発プログラム「My body（Immunity and DNA）」
のねらいは，講義及び実験を通して①免疫とDNAの関
わりについて理解を深め，②健康維持のために重要なこ
とは何かを理解することである。講義では，免疫機構と
DNAの役割について相互の関係性を理解できるようプ
ログラム開発者が取り組んだ研究を例に，ヒト免疫培養
細胞が酵母を貪食する動画を上映した。実験ではGenes
in a Bottleキット（バイオ・ラッド）を活用し，受講生
自身の口腔粘膜上皮を採取し，頬細胞からDNAを抽出

表３―１．平成２４年度後期 開発プログラム実施スケジュール一覧
実施日 実施国 対象受講生 テーマ（講座時間）

１ ２０１３／２／１ インドネシア SMA３Denpasar １年生約４０名 Human Vision & Visual Illusion（４５min）
２ ２０１３／２／１ インドネシア SMA３Denpasar １年生約４０名 Human Vision & Visual Illusion（４５min）
３ ２０１３／２／１ インドネシア SMA３Denpasar １年生約４０名 Transistor（introduction to research）（４５min）
４ ２０１３／２／１ インドネシア SMA３Denpasar １年生約４０名 Transistor（introduction to research）（４５min）
５ ２０１３／２／６ インドネシア SMA３Denpasar １年生約４０名 Human Vision & Visual Illusion（４５min）
６ ２０１３／２／６ インドネシア SMA３Denpasar １年生約４０名 Human Vision & Visual Illusion（４５min）
７ ２０１３／２／６ インドネシア SMA３Denpasar １年生約４０名 Transistor（introduction to research）（４５min）
８ ２０１３／２／６ インドネシア SMA３Denpasar １年生約４０名 Transistor（introduction to research）（４５min）
９ ２０１３／２／８ インドネシア SMA Kornita ２２名 Landscape Architecture（９０min）

１０ ２０１３／２／８ インドネシア SMA Kornita ３０名 Agroforestry（９０min）
１１ ２０１３／２／ インドネシア SMA BBS ２８名 Landscape Architecture（９０min）
１２ ２０１３／２／ インドネシア SMA BBS ２５名 Agroforestry（９０min）
１３ ２０１３／２／１４ インドネシア SMP Semi Palar 中学１年生１学級 Optical Illusion（６０―９０min）

１４ ２０１３／２／１５ インドネシア Taruna Bakti Junior High School
２年生１学級 Optical Illusion（６０―９０min）

１５ ２０１３／２／２１ インドネシア SMA３８ 約３５名 Experiment on LCD（４５min）
１６ ２０１３／２／２１ インドネシア SMA３８ 約３５名 Experiment on LCD（４５min）

１７ ２０１３／２／２１ インドネシア SMA３８ 約３５名
How to Generate Electricity?:
Let’s use Solar Cell !（４５min）

１８ ２０１３／２／２１ インドネシア SMA３８ 約３５名
How to Generate Electricity?:
Let’s use Solar Cell !（４５min）

１９ ２０１３／２／２１ インドネシア SMA３Denpasar １年生約４０名 なぜグリーンパプリカは苦いのか？

２０ ２０１３／２／２１ インドネシア SMA３Yogyakarta 約３５名
Experiment on Photochemistry:
Making a letter Stamp（７５min）

２１ ２０１３／２／２２ インドネシア SMA３Yogyakarta 約３５名
Experiment on Photochemistry:
Making a letter Stamp（７５min）

２２ ２０１３／２／２６ インドネシア SMA３Denpasa ２年生 なぜグリーンパプリカは苦いのか？

２３ ２０１３／２／２７ インドネシア SMA６Yogyakarta 約３５名
Experiment on Photochemistry:
Making a letter Stamp（７５min）

２４ ２０１３／２／ カンボジア Lvea High School 約３０名 Refraction of Light（１２０min）
２５ ２０１３／２／ カンボジア Lvea High School 約３０名 Electrolysis of Salt Solution（１２０min）

２６ ２０１３／２／ カンボジア Somedech hun sen phnom penh
thmeny high school Refraction of Light

２７ ２０１３／２／ カンボジア Somedech hun sen phnom penh
thmeny high school Electrolysis of Salt Solution

２８ ２０１３／３／６ インドネシア SMA３Yogyakarta ２年生１３名 Biomass, an alternative resource
２９ ２０１３／３／７ インドネシア SMA３Yogyakarta ２年生４０名 Biomass, an alternative resource
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表３―２．平成２５年度前期 開発プログラム実施スケジュール一覧
実施日 実施国 対象受講生 テーマ（講座時間）

３０ ２０１３／９／３ インドネシア SMA１Depok Energy harvesting spread
using piezoelectric element（９０min）

３１ ２０１３／９／５ インドネシア SMA１Depok New technology
improving our standard（９０min）

３２ ２０１３／９／５ インドネシア SMA１Depok Meet the Leading Technologies:
Make the Dye Sensitized Solar Cells（９０min）

３３ ２０１３／９／５ インドネシア SMA８ 約５０名 Electronic paper（９０min）
３４ ２０１３／９／５ インドネシア SMA８ 約５０名 Radio wave（９０min）
３５ ２０１３／９／６ インドネシア SMA１Denpasar １年生１学級 Water purification（９０min）
３６ ２０１３／９／６ インドネシア SMA１Denpasar １年生１学級 Water purification（９０min）
３７ ２０１３／９／６ インドネシア SMA１Denpasar １年生１学級 remote Sensing（９０min）
３８ ２０１３／９／６ インドネシア SMA１Denpasar １年生１学級 remote Sensing（９０min）
３９ ２０１３／９／６ インドネシア SMA１Denpasar １年生１学級 Sound: Identity by Wave Visualization（９０min）
４０ ２０１３／９／６ インドネシア SMA１Denpasar １年生１学級 Sound: Identity by Wave Visualization（９０min）
４１ ２０１３／９／６ インドネシア SMA１ ３６名 Bad fungi in our living space part１（９０min）
４２ ２０１３／９／６ インドネシア SMA１ Let’s watching various fungi part１（９０min）
４３ ２０１３／９／１０ インドネシア SMA１ ３６名 Bad fungi in our living space part１（９０min）
４４ ２０１３／９／１０ インドネシア SMA１ Let’s watching various fungi part１（９０min）

４５ ２０１３／９／１０ インドネシア SMA Kolese Gonzaga Energy harvesting spread
using piezoelectric element（９０min）

４６ ２０１３／９／１０ インドネシア SMA Kolese Gonzaga New technology
improving our standard（９０min）

４７ ２０１３／９／１０ インドネシア SMA Kolese Gonzaga Meet the Leading Technologies:
Make the Dye Sensitized Solar Cells（９０min）

４８ ２０１３／９／１０ インドネシア SMA Kolese Gonzaga Let’s think about future of Kampung !

４９ ２０１３／９／１１ インドネシア SMA Kolese Gonzaga Energy harvesting spread
using piezoelectric element（９０min）

５０ ２０１３／９／１１ インドネシア SMA Kolese Gonzaga New technology
improving our standard（９０min）

５１ ２０１３／９／１１ インドネシア SMA Kolese Gonzaga Meet the Leading Technologies:
Make the Dye Sensitized Solar Cells（９０min）

５２ ２０１３／９／１１ インドネシア SMA Kolese Gonzaga Let’s think about future of Kampung !
５３ ２０１３／９／１１ インドネシア SMA２ ５０名 Electronic paper（９０min）
５４ ２０１３／９／１１ インドネシア SMA２ ５０名 Radio wave（９０min）
５５ ２０１３／９／１１ インドネシア SMA２ ３５名 Electronic paper（９０min）
５６ ２０１３／９／１１ インドネシア SMA２ ３５名 Radio wave（９０min）
５７ ２０１３／９／１１ インドネシア SMA１Denpasar ３年生約４０名 Water purification（９０min）
５８ ２０１３／９／１１ インドネシア SMA１Denpasar ３年生約４０名 Remote Sensing（９０min）
５９ ２０１３／９／１１ インドネシア SMA１Denpasar ３年生約４０名 Sound: Identity by Wave Visualization（９０min）
６０ ２０１３／９／１９ インドネシア SMA２Denpasar 約４０名 Water purification（９０min）
６１ ２０１３／９／１９ インドネシア SMA２Denpasar 約４０名 Remote Sensing（９０min）
６２ ２０１３／９／１９ インドネシア SMA２Denpasar 約４０名 Sound: Identity by Wave Visualization（９０min）
６３ ２０１３／９／２０ インドネシア SMA６Yogyakarta 約４０名 Water purification（９０min）
６４ ２０１３／９／２０ インドネシア SMA６Yogyakarta 約４０名 SAW device（acoustic wave）（９０min）
６５ ２０１３／９／２０ インドネシア SMA６Yogyakarta 約４０名 The mechanism and expression of light（９０min）
６６ ２０１３／９／２０ インドネシア チキニーの小学校 ４年生４８名 Let’s think about future of Kampung !
６７ ２０１３／９／２３ インドネシア チキニーの小学校 ４年生４８名 Let’s think about future of Kampung !
６８ ２０１３／９／２４ インドネシア SMA３Yogyakarta 約２５名 Water purification（９０min）
６９ ２０１３／９／２４ インドネシア SMA３Yogyakarta 約２５名 SAW device（acoustic wave）（９０min）
７０ ２０１３／９／２４ インドネシア SMA３Yogyakarta 約２５名 The mechanism and expression of light（９０min）
７１ ２０１３／９／２６ インドネシア SMA２Denpasar 約４０名 Water purification（９０min）
７２ ２０１３／９／２６ インドネシア SMA２Denpasar 約４０名 Remote Sensing（９０min）
７３ ２０１３／９／２６ インドネシア SMA２Denpasar 約４０名 Sound: Identity by Wave Visualization（９０min）
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し，可視化する実験を行った（図５）。
SMA ２ Denpasarの生徒は積極的に講座に参加してお

り，講義ではプログラム開発者に様々な疑問を投げかけ
理解を深めていた。また実験にも集中して取り組み，受
講生全員が自身のDNAを可視化することに成功した（図

６）。

Ⅳ―３．実施プログラムの評価および考察
プログラム実施後，プログラムの実施に携わった関係

者（実施協力校教員，プログラム開発兼実施者，受講生
など）の意見を基に，実施プログラムの評価を行った。

挙げられた意見の多くが受講生の実験の取り組みの様
子や活発な質疑応答の様子から，受講生のプログラム
テーマへの関心がプログラム受講前後で大きく向上した
ということであった。受講生は普段の理科の授業におい
て実験を経験することがなく，受講生一人ひとりが手を
動かしながら実験を行うことは普段の生活では経験し難
い体験である。受講生は皆，大変興味を持ちながら集中
して実験に取り組んでおり，実験結果が出たときは多く
の生徒から歓声が上がった。また講義後の質疑応答の際
は，専門性の高い質問や，社会への応用や実用の可能性
に関する質問が多く挙げられた。これは実験を主体とす
る我々のプログラムを通して，受講生らの知的好奇心が
刺激され，さらに理系人材としての才能萌芽の一助と
なったと示唆される。

さらに，プログラム実施校教員からは「先端技術の内

表３―３．平成２５年度後期 開発プログラム実施スケジュール一覧
実施日 実施国 対象受講生 テーマ（講座時間）

７４ ２０１４／２／２０ インドネシア SMA２Denpasar Search for your own“Twinkle”（９０min）
７５ ２０１４／２／２０ インドネシア SMA２Denpasar Holography（９０min）
７６ ２０１４／２／２０ シンガポール St. Joseph’s Convent 中学３年生４０名 Wireless Power Transmission（９０min）

７７ ２０１４／２／２１ ベトナム Foreign Language Specialized
High School ５０名

Ecology: The relationship
between insects and plants（９０min）

７８ ２０１４／２／２４ インドネシア SMA２Denpasar 約４０名 My body（Immunity and DNA）（９０min）
７９ ２０１４／２／２５ インドネシア SMA２Denpasar Search for your own“Twinkle”（９０min）
８０ ２０１４／２／２５ インドネシア SMA２Denpasar Holography（９０min）

８１ ２０１４／２／２５ ベトナム The Olympia Schools 約２０名 Ecology: The relationship
between insects and plants（９０min）

８２ ２０１４／２／２６ シンガポール Maris Stella High School １７名 Wireless Power Transmission（９０min）
８３ ２０１４／２／２６ インドネシア SMA２Denpasar 約４０名 My body（Immunity and DNA）（９０min）
８４ ２０１４／２／２８ カンボジア 王立プノンペン大学理学部３年生１５名 Organic solar battery
８５ ２０１４／３／３ カンボジア Lvea High School ２年生２０名 Organic solar battery（９０min）
８６ ２０１４／３／４ カンボジア Lvea High School ３年生２１名 Organic solar battery（９０min）
※SMA（Sekolah Menengah Atas）は高等学校の意

表４．Flow of the lesson
Time Activity Materials

５min．
１. Introdustion

a. Self-introduction
b. Topic and objectives

of the lesson

Power point slides

１５min．

２. Short lecture
a. Immunity
─About our immunity

system
b. DNA
─Where is DNA?
─What are the functio-

ns of DNA?

Power point slides

Handout and Movie

６５min．３. Experiment
─DNA extraction

Power point slides
Experiment kit

５min． 4. Conclusion

図５．「My body（Immunity and DNA）」のPDL

図６．インドネシアSMA２における講座実施の様子
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容でありながらインドネシアでも応用可能なヒントの詰
まった授業で，大変生徒のためになる」「環境問題など
インドネシアの生徒に示唆を与える内容であり，良い授
業だった」という意見が上がり，次世代を育成する立場
である教育者の見地においても，開発プログラムは次世
代を担う東南アジアの若者の才能支援に寄与するプログ
ラムであったと考えられる。

Ⅴ．課題と今後の展望

我々はアセアンを含む東アジア地域における早期才能
支援教育プログラム開発のためのプラットフォームの構
築及びこれによるグローバルに活用可能な学習プログラ
ムの開発を進めてきた。開発プログラムの多くは英語で
実施するものであり，講座によっては現地実施校教員に
よる母国語の補助を受けながらの実施となった。これは
受講生の英語能力が学習プログラムの習得に大きな影響
を与えるものであり，グローバル社会を支える優れた
リージョナル人材の発掘育成を目指すうえで，各国の言
語に対応したプログラムの早期普及の必要性が見出され
た。このため，今後は本研究を通して開発された教材・
授業をアーカイブ化し，日本とアセアンを含む東アジア
地域で活用可能な教育リソースとする。また才能を持つ
若者のためのリージョナルな才能教育支援プログラムの
効率的開発の手法の確立を目指す。
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